
はじめに

聴覚障害者の家庭で育てられる聴力正常児を，
Children of Deaf Adults（CODA : コーダ）と呼ぶ
（CODA International， https://www.coda―interna-

tional.org/）。米国における聴覚障害者の人口調査
（The Deaf Population of the United States, 1974）１）

では，聴覚障害の親から正常聴力の子どもが生まれ
る確率は，両親とも先天性ろう者で８１．４％と報告さ
れている。また，両親のうち片親が先天性ろう者で
片親が後天性ろう者では８４．８％，先天性ろう者と難
聴者の組合せで８４．４％，先天性ろう者と健聴者を含
むと８５．２％と報告されている。州ごとの調査では，
ワシントン州の既婚のろう者の８９．４％，ニューヨー
ク州では８９．４％が聴力正常児を出生すると報告され
ている。

わが国では同様の人口統計の報告はないが，厚生
労働省全国在宅障害児・者等実態調査２）によると，
身体障害者手帳交付対象である２０歳以上の聴覚・言
語障害成人は３４２，０００例と報告されている。そのう
ち養育年齢期（２０～４９歳）の聴覚障害者２６，０００例が
子どもの養育役割をもつと仮定し，前述の米国での
両親先天性ろう者における CODAの出生率
（８１．４％）を用いると，国内では２１，０００例程度の
CODAが推定される。さらに，先天性ろう者と健
聴者の親（出生率８５．２％）を含むと，２２，０００例程度
の CODAの存在が推定される。
近年では高度聴覚障害者が社会的な活動を行う際
には，手話通訳者や要約筆記通訳者等の通訳派遣制
度が整備され，音声や聴覚情報の保障が行われてい
る。しかし，生活場面の全てに通訳者を派遣するこ
とは困難であり，聴覚障害者の家庭で子どもが聴力
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正常の場合には，子どもが日常的な音声や音環境の
情報支援の役割を担うことになる３）～５）。
著者らは，先に，親への手話通訳に注目し，親が

手話を用いる CODAに対して調査を行い，CODA

は家庭で親の会話法である手話を獲得し，親に対し
て聴覚情報や会話を伝えたり，通訳の役割を担うこ
とについて報告した６）。また，幼児期より通訳を担
うなど親をケアすることから，親子の依存関係が逆
転したり，過度に役割遂行の意識をもち，親からの
心理的自立が遅れる傾向について指摘した７）。した
がって，CODAの発達の観点では人格形成に及ぼ
す影響も看過できず８），また聴覚障害の親では
CODAの養育について支援の検討が必要と示唆さ
れた。
しかし，CODAの通訳役割の実態については，
国内外において事例報告に留まり，支援の根拠とし
て充分とはいえない。そこで本研究では，親が手話
を用いる CODAを対象とし，青年期の通訳役割の
実態を調査して，関連する要因を検討し，CODA

の発達過程と聴覚障害者の家庭の養育に関する支援
に資する資料を得ることを目的とした。

方 法

１．対象と方法
聴覚障害の親をもつ健聴児者（CODA）を対象

に，無記名自記式質問紙調査を実施した。調査は全
国４７都道府県の聴覚障害者団体を経由して協力を依
頼し，web（REAS : Real Time Evaluation Assistance

System，放送大学）を用い，併せて５部ずつ計２３５
部の質問紙を郵送して，対応が困難な場合に紙面媒

体からも回答可能とした。さらに，CODA当事者
組織へ依頼の他，機縁法により調査協力を依頼し
た。対象の条件として，年齢が１３歳以上で，両親ま
たは片親に聴覚障害があり，日常会話に手話を用い
る聴覚障害者の親をもつ子どもとした。
２．質問項目
表１に質問項目と回答法を示した。通訳状況４項
目，会話状況２項目，個人属性７項目の計１３項目で
構成した。質問紙文頭に，「現在（１３～２３歳）感じ
ていることをお書きください。」と記し，青年期の
通訳役割を尋ねた。通訳開始年齢項目のみ，小児期
からの通訳状況を尋ねた。なお，２４歳以上の CODA

の対象者に対しては，後方視的方法（retrospective

法）により青年期についての回答を求めた。
通訳場面項目は，著者らの CODA ２５名に対する

面接調査研究６）の叙述から抽出し，多肢選択とし
た。通訳頻度評価は「お父さんやお母さんの通訳を
したことがありますか。」（１．全くない，２．あまり
ない，３．ときどきある，４．すごくある），会話成
立度評価は「どれくらい親と会話ができると思いま
すか。」（１．全く成立しない，２．あまり成立しな
い，３．だいたい成立する，４．問題なく成立する）
と４肢択一とし，通訳開始年齢，通訳実施頻度
（週）については自由記述で回答を求めた。
聴覚障害学専門家８名を対象として，全質問項目
について３段階評定（採択可，要検討，採択不可）
の内容妥当性について評価を依頼した結果，全項目
について一致して採択可と評価を得た。
３．統計的検討
通訳の状況（通訳開始年齢，通訳頻度）と CODA

カテゴリー 項目 内容 回答法

通訳状況
（４項目）

通訳開始年齢 いくつのときから通訳をしてきましたか。 自由記述

通訳実施頻度/週 １週間のうち，だいたい何日くらい通訳をしてきましたか。 自由記述

通訳場面 どんなときに通訳をしてきましたか
（電話，学校関係，親戚の集まり，病院，買い物，テレビ，その他）

多肢選択

通訳頻度評価 お父さんやお母さんの通訳をしたことがありますか。 ４肢択一

会話状況
（２項目）

会話法 親とどんな方法で会話をしますか。
（声（口話），手話，筆談，身振り，その他）

多肢選択

会話成立度評価 どれくらい親と会話ができると思いますか。 ４肢択一

表１ 質問項目と回答法
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と親との会話法（Ryan法多重比較 : JS―STAR），
CODAの通訳頻度および会話成立度と関連する要
因（スピアマンの順位相関係数）について統計学的
に検討した。次いで，重回帰分析（ステップワイズ
法）を用いて，CODAの通訳頻度および会話成立
度を目的変数とし，有意な相関を認めた項目を説明
変数に投入して，関連する要因の構造について検討
した（Excel統計）。
本研究は，筑波大学人間系研究倫理委員会の審

査，承認を得て実施した。研究協力に対し，研究の
目的と概要，倫理的配慮および自由意思による協力
と同意の随時撤回について文書を用いて説明し同意
を得て実施した。

結 果

１．対象者
聴覚障害の親をもつ健聴児者（以下，CODA）

１０４例（男性３９例，女性６５例）より回答を得た（表
２）。調査の回答は，親側の聴覚障害者団体から５２
件（回収率２２．１％），CODAの当事者団体，機縁法
等５２件であり，質問紙調査５７件，web調査４７件で
あった。
２．CODAの親への通訳の実態
表３に，親への通訳状況について示した。通訳を

開始した年齢は，平均６．４８歳±３．２３であり，５～６
歳が４０例（３８．５％）と多く，次いで４歳以下の幼児
の２４例（２３．１％）であり，就学前の幼児期からの開
始は計６１．６％と過半数であった。通訳実施は，週
６～７日が４２例（３６．５％）と多かった（p＜.05）。
表４に，通訳場面状況を示した。９８例（９４．２％）
が，家庭内会話・地域・外出時会話などの日常会話
場面（１６１件）を挙げていた。次いで，親の聴覚情
報への対応１４１件（８５例/８１．７％）で，電話対応や
テレビなどの情報の通訳であった。また，聴覚障害
の親が健聴者と交渉する際の通訳６１件（５７例/

５４．８％）があり，病院や銀行，生命保険担当者と親
の代理として交渉する場面などが挙げられた。学校
での CODA自身や同胞についての教師との面談の
際の親への通訳が５６件（５０/４８．１％）挙げられ，
CODAへの心理的負担を伴う多様な場面での通訳
の実態が示された。
３．会話方法
表５に，親との会話方法について示した（複数回
答）。手話法が９２例（８８．５％）と多く，聴覚口話法
が７４例（７１．２％）であった。一方で身振り７１例

n＝104

属性 n ％

性別 男性/女性 ３９/６５ ３７．５/６２．５

年齢 平均 ２６．０±４．１歳
１）１３～１９歳
２）２０～２９歳
３）３０～３９歳
４）４０歳以上

２４
３２
２５
２３

２３．１
３０．８
２４．０
２２．１

親 : 聴覚障害 両親/片親 ８２/２２ ７８．８/２１．２

父 : 最終学歴 ろう学校
高等学校
大学等
未記入

６６
６
１４
１８

６３．５
５．８
１３．５
１７．３

母 : 最終学歴 ろう学校
高等学校
大学等
未記入

６５
３
１４
２２

６２．５
２．９
１３．５
２１．２

n＝104

n ％ 小計 統計値

通訳開始年齢 平均６．４８±３．２３

１ ４歳以下 ２４ ２３．１
６４

４７．７８＊

１＋２＞３＋４＝５＋６

２ ５～６歳 ４０ ３８．５

３ ７～８歳 １３ １２．５
２１

４ ９～１０歳 ９ ８．７

５ １１～１２歳 ５ ４．８
１２

６ １３～１５歳 ７ ６．７

不明他 ６ ５．８

通訳実施頻度/週 平均４．５２±２．０３

１ ６～７日 ４２ ３６．５

１８．９４＊

１＞２＝３＞４

２ ４～５日 １９ ２２．１

３ ２～３日 ２５ ２４．０

４ １日 １３ １２．５

未記入 ５ ４．８
＊P＜.05
Ryan法による多重比較

表３ 通訳の実施

表２ 個人属性
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（６８．３％），筆談等が７１例（６８．３％）と，非定型的な
方法が同程度に使用されていた。また，手話と聴覚
口話法の併用が６２例（５９．７％）であり，CODAと
親それぞれの主な会話法を併用している状況が示さ
れた。
表６に，青年期の通訳頻度と，その会話成立につ

いての主観評価を示した。通訳頻度は，すごくある :

５４例（５１．９％），ときどきある : ４１例（３９．４％）の
両者で９１．３％を占めた。また，健聴の親子であれ
ば，全ての音声を聴取して問題なく会話が成立する
ことが前提であるが，CODAと親との会話は，問
題なく成立 : ４８例（４６．２％）に対して，だいたい成

n＝104

カテゴリ 具体的場面
回答者数

件数
n＊ ％

Ⅰ．日常会話等 ９８ ９４．２ １６１
家庭内会話 来客・出前注文 （１１）

新聞配達・きょうだい
地域で会話 親戚集まり・自治会・役所・買物・美容院・外食 （６９）
外出時会話 旅行・ガソリンスタンド （８１）

Ⅱ．聴覚情報対応 ８５ ８１．７ １４１
電話代理 電話応対 （８５）
マスコミ テレビ・映画 （５３）
環境音 自動車の近接 （３）

Ⅲ．親の代理交渉 病院・銀行・車購入 ５７ ５４．８ ６１
生命保険契約
親の転職時採用面接

Ⅳ．学校関連 三者面談・家庭訪問 ５０ ４８．１ ５６
保護者会・授業参観 ３ ２．９ ３

Ⅴ．その他

計 ４２２

n＊ は当該カテゴリの回答者数，％の母数は１０４とした。
（ ）: 下位項目件数

方法 n ％ 統計値

会話法 １ 手話法 ９２ ８８．５
３．９７
n.s.

２ 聴覚口話法 ７４ ７１．２
３ 身振り ７１ ６８．３
４ 筆談他 ７１ ６８．３

併用法
１
手話/聴覚口話
併用法

手話＋聴覚口話 １４ １３．５

３７．００＊

１＞２＞３

手話＋聴覚口話＋身振り＋筆談他 ４８ ４６．２

２
主に手話法 手話のみ １５ １４．４

手話＋身振り＋筆談他 １５ １４．４

３
主に聴覚口話法 聴覚口話のみ ４ ３．８

聴覚口話＋身振り＋筆談他 ８ ７．７
＊p＜.05，上段に会話法（複数回答）を示し，下段に併用について再分類して示した。
Ryan法による多重比較

表４ 通訳場面（複数回答）

表５ 会話方法（複数回答）
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立 : ４７例（４５．２％）と，不十分な点がありながらも
成立しているとの回答は同率を示した。
４．通訳頻度・会話成立度と関連する要因
表７に，通訳頻度および会話成立度（表６）と，

関連する要因との相関係数（スピアマンの順位相
関）を示した。なお，４要因についてダミー変数を
用いた（［２．親 : 聴覚障害］１: 両親，０: 片親，
［３．会話法］１: 手話法，０: その他，［４．CODA

性 別］１: 男 性，０: 女 性，［６．出 生 順］１: 長
子，０: その他）。その結果，青年期の通訳頻度評価
について，通訳開始年齢（r＝―0．28）と，両親に聴
覚障害がある（r＝0．29）に相関が高く，会話成立
度評価は，両親に聴覚障害がある（r＝0．22）と，
会話法に手話を用いる（r＝0．20）に相関が高かっ
た。
表８に，通訳頻度評価と会話成立度評価を目的変

数とし，有意な相関を示した要因を説明変数に投入
した重回帰分析の結果を示した。その結果，親への
通訳頻度評価は，両親が聴覚障害であること
（p＜.01）と通訳開始年齢が早期であること
（p＜.05）の２要因が関与し，前者（標準偏回帰係
数 : β＝0．26）が後者（β＝0．19）より関与が大き
いと考えられた。会話成立度評価は，同様に両親が
聴覚障害（β＝0．22/p＜.05）の要因に関与を示し
た。
すなわち，CODAは小児期からの通訳開始によ
り通訳頻度が高かったと評価し，両親の聴覚障害に
より，通訳頻度が高く会話が成立していると評価し
ていた。なお，説明変数に多重共線性（マルチコ）
は確認されていない（VIF＞1．03）。

考 察

本研究では，CODAによる聴覚障害の親への通
訳役割の実態について，青年期以降の CODAに対
する質問紙調査に基づいて検討した。本研究は，親
が手話を用いる CODAを対象とし，通訳状況およ
び親子の会話の実態と関連要因を検討して，聴覚障
害成人が共生社会で生活を送る際の環境整備に向け
て，CODAの発達および親の養育支援の在り方に
関わる基礎的資料を得た。以下に，主要な点につい
て考察した。
１．CODAの通訳役割の実態
本研究では，CODAの通訳役割は，日常会話で
の情報の伝達に加えて，親の健聴者との交渉場面の
通訳などがあり，会話や判断について支援する状況
が含まれることが示された。また，学校関連では，

n＝104

n ％ 統計値

通訳頻度

７５．３１＊

１＝２＞３＝４

１ すごくある ５４ ５１．９
２ ときどきある ４１ ３９．４
３ あまりない ８ ７．７
４ 全くない １ １．０

会話成立度

６８．４６＊

１＝２＞３

１ 問題なく成立 ４８ ４６．２
２ だいたい成立 ４７ ４５．２
３ あまり成立しない ６ ５．７
４ その他 ３ ２．９
＊p＜.05 Ryan法による多重比較

変数 ａ ｂ １ ２ ３ ４ ５

ａ 通訳頻度評価 １―４ １
ｂ 会話成立度評価 １―４ ．１５ １

１ 通訳開始年齢 １―５ －．２８＊＊ ．０６ １
２ 親 : 聴覚障害（両親） １／０ ．２９＊＊ ．２２＊ －．２６＊＊ １
３ 会話法（手話法） １／０ ．０７ ．２０＊ －．１０ －．０６ １
４ 性別 １／０ －．１１ ．１０ ．１５ ．００ ．０３ １
５ きょうだい数 １―６ －．０８ －．０６ －．０９ －．０３ －．０７ －．１６ １
６ 出生順 １／０ ．０９ －．０７ －．２１＊ ．０２ －．０８ ．１０ ．１０
＊p＜.05，＊＊p＜.01（Spearman順位相関係数）
２，３，４，６ : ダミー変数を用いた。

表６ 通訳頻度および会話成立度の主観評価

表７ 通訳頻度・会話成立度評価と関連要因 : 相関係数
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教育指導を受ける児童の立場で，親と教師との面談
会話内容を通訳するなどの児童にとって負担の多い
状況もみられた。

Hadjikakou（２００９）は，CODAが親の日常生活
の多岐にわたり通訳を要請される事例を取り上げ，
指摘した９）。CODAが担う通訳とは，親と第三者と
の間に立ち双方の言葉を訳して伝えることに加え
て，場の雰囲気を調整したり，親の内容理解が充分
でない場合には理解に至るように解説するなどの機
能も有する１０）～１２）。さらに，日本語の読み書きに支障
があれば，CODAは親の書いた文章の添削や代
筆，学校などから届く文書の内容をわかりやすく説
明する役割を担うこともある１３）。したがって，
CODAの通訳役割とは，音声の伝達と関連する支
援を包括した総合的な行為といえる。
また，本研究では，CODAが就学前の幼児期か
ら頻繁に通訳を担い，低年齢から通訳を開始するほ
ど，通訳頻度が高いと回答していた。Bunde

（１９７９）は，２２９名の CODAを対象に質問紙調査を
行い，CODAは幼少期から親に期待される重要な
通訳者であり世話役であることを指摘した１４）。
Preston（１９９５）もまた，成人した CODAへ後方視
的な面接調査を行い，CODAが親の通訳者となり
重い責任を負うことを指摘した１５）。頻繁に交渉や判
断までも要請される通訳実態からは，CODAが幼
少期から通訳役割に負担感を抱く状況が推察され
た。一方で，CODAは，親の日常生活の多岐にわ
たり通訳役割が期待され，やりがいを持ち自信をつ

けるといった肯定的側面があろうことも想定でき
る。
２．CODAと聴覚障害のある親との会話法
本調査では，日常会話に手話を用いる親をもつ

CODAを対象としたが，手話と同様に聴覚口話法
の併用が多く，過半数を占めることが示された。
Preston（１９９４）が，アメリカの１８歳から８０歳の
CODA１５０名を対象に面接調査を行った結果でも，
対象者 CODA１５０名の５分の１が親との会話法に手
話を使用せず，聴覚口話法や身振り，筆談等を用い
る状況が報告された１５）。わが国では，澁谷（２００７）
が，１４～６５歳の CODA４０名を対象とした質問紙調
査で，親との会話に手話法のみを使用する CODA

は少数で，大半は手話のほかに聴覚口話法，身振
り，声，筆談などの手段を併用することを報告して
おり１６），本研究結果と一致した。親は，手話を母語
あるいは音声言語を獲得後に手話を用いており，健
聴の CODAは生活上，主に音声言語を使用するこ
とで，日常の会話法に差異が生じ，会話法を共有す
ることに課題が示された。
３．CODAと親の会話成立
本研究では，親と問題なく会話が成立すると回答
した CODAは全体の約半数に留まり，親子であり
ながら充分な意思疎通に至らないという深刻な実態
を浮き彫りにした。親は，CODAの音声言語の聴
取に困難を伴い，CODAは日常では聴者の音声言
語環境に帰属することから１７），手話の習得は容易で
はなく，充分な会話成立が困難な状況にあった。
また，CODAは親の通訳役割を担えるほど手話
が熟達している訳ではなかった。本研究では，ろう
学校を最終学歴とする親が半数以上であるが，通常
高校や大学等卒業（２２％）した親では，聴覚口話法
で CODAと会話が成立する状況も推察できる。
CODAへの教育的配慮から親が聴覚口話法を用い
る場合もあり，会話成立の改善には，親側の会話法
も考慮して，固有の会話法の習熟について支援が必
要と考える。
本研究では，両親が聴覚障害である要因は会話成
立に有意に関与した。すなわち同家庭では，早期か
ら手話による養育過程で会話法が習熟したことが推
測される。一方で，同家庭では，CODAは家庭内
の通訳役割を一手に引き受けて，責任の重い立場に

目的変数 : 通訳頻度

説明変数 偏回帰 標準偏回帰 Ｆ値

親 : 聴覚障害（両親） ０．４３ ０．２６ ７．３９＊＊

通訳開始年齢 ０．２７ ０．１９ ４．１７＊

＊p＜.05，＊＊p＜.01

目的変数 : 会話成立度

説明変数 偏回帰 標準偏回帰 Ｆ値

親 : 聴覚障害（両親） ０．３９ ０．２２ ３４．２９＊

会話法（手話） ０．２２ ０．１５ ０．７３
＊p＜.05

表８ 通訳頻度・会話成立度評価と関連する要因 : 重回帰
分析
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置かれ負担感が高まる状況になることも想定でき
る。
なお，親子の会話成立レベルが低い場合では，

CODAは，親の話しが理解できないことより，親
に自身の気持ちを伝えられない点に会話の不充足感
を抱き，自分に充分な手話能力がないと自責の念を
もつ事例が報告されている１８）。Ginger（２０１３）は，
CODA１２名に家庭での言語使用に関する面接調査を
行い，親は音声言語の充分な習得が難しいことか
ら，結局，CODAが手話を習得しなければならず，
CODAの方が親よりも大きな責任を負わなければ
ならないことを指摘した１９）。親子の会話成立レベル
は，CODAの親への感情と関連し２０），会話成立が低
い場合には CODAが責任を負うことが指摘され，
親子の会話成立レベルは親子関係の重要な指標のひ
とつであることが示唆された。
４．CODA支援について
近年，聴覚障害者への支援環境は整備されつつあ

るが，本研究では，なお CODAの通訳役割に残る
実態と課題を示した。CODAは聴覚障害のある親
の家族として，幼小児期から周囲や社会に通訳役割
を期待され，親と共に育ってきた。手話による通訳
は，聴覚音声や筆談と比べ，確実に聴覚障害のある
親へ伝達できる手段であるが，幼少期の CODAが
完全に手話を習得することは困難が少なくない。手
話通訳は，音声をリアルタイムで手話に変換する高
い技術を要し，幼少期の CODAにとっては容易で
はなく，本研究結果から CODAの通訳役割は，多
大な負担となっていることを示唆した。CODAの
生育過程では，ピア支援も含めて，関係者の連携に
よる通訳負担の軽減と心理的ケアの体制の必要性が
示唆された。
さらに，本研究では，親子の円滑な会話成立に課

題を示す状況が示された。親の養育の基盤として，
CODAと共有し得る会話法について選択し学習す
る過程の支援が必要といえる。親子関係形成のため
には，円滑な会話は必要不可欠であり，併せて，聴
覚障害の親が CODAの養育に関わる情報を的確に
入手できる体制が重要といえる。CODA親子の関
係形成，手話等会話法の習得，通訳役割支援などに
ついて，適切な助言ができる窓口や支援の体制の重
要性について示唆された。

５．本研究の限界
CODA当事者団体については，国内では１９９４年
に結成され（J―CODA）約３０名の会員が所属するも
のの組織化は全国的に進んでおらず，本調査対象と
して，当該組織の他，聴覚障害者団体の親の組織，
機縁法などを経由してリクルートを行い，同意を得
た場合に調査協力を依頼した。また，親側の聴覚障
害など医学的情報等について子どもの CODAは把
握していないことから検討しておらず，今後の研究
の継続が必要といえる。加えて，後方視的な調査回
答により，結果に回答者の意向が反映している側面
も否定はできない。しかし，悉皆調査ではないもの
の国内ではこれまでで最も多数の CODAの通訳に
関する調査として実態と課題の一部を明らかにし，
支援の在り方についての検討に資すると考えられ，
今後の研究継続の必要性が示唆された。

ま と め

本研究では，聴覚障害の親をもつ健聴児
（CODA）１０４名を対象に，聴覚障害の親への通訳役
割の実態と関連する要因を検討した。
１．CODAは幼児期（平均６．４８歳±３．２３）から親
の通訳役割を担い，通訳は生活の多岐にわたり親の
代理交渉を伴うなど，多大な負担となっていると示
された。
２．親との会話では，手話法が９２例（８８．５％），聴
覚口話法が７４例（７１．２％）であり，身振りや筆談
等，過半数で非定型的な方法を併用した。会話が充
分成立する例は半数（４６．２％）と少なく，親子関係
形成のために会話法の共有が不可欠といえる。
３．親への通訳頻度は，両親が聴覚障害者で，通訳
開始年齢が早い場合に高く，親子の会話は，両親が
聴覚障害者の場合に成立する傾向が示された。
４．小児期の CODAには，通訳負担の軽減と心理
的ケアおよび親子の円滑な会話成立の支援の必要性
が示唆された。聴覚障害の親には養育など当事者組
織や関係する専門家による助言や支援の体制整備が
喫緊の課題であると考えられた。
本論文に関連し，利益相反に該当する事項はな
い。なお，本研究は JSPS科研費（課題番号 17K

04197）の一部補助を受け，実施した。
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本調査にご協力頂きました CODA当事者組織お
よび全国の聴覚障害者団体その他当事者の方々に，
心より深謝いたします。

This survey of Children of Deaf Adults

（CODA）was conducted to determine their

roles in Interpretation for Deaf Parents and

related factors.

Mami Nakatsu１）, Eiko Hirota２）

１）Disability Services Office, University of Tokyo
２）University of Tsukuba

A retrospective survey of 104 CODA was con-

ducted to determine the actual status, related fac-

tors, and issues in the roles of CODA as interpret-

ers for their parents. From their childhood（aver-

age : 6.48 years old）, CODA are responsible for in-

terpreting for their deaf parents, including proxy ne-

gotiations, instead of the parents, in various situ-

ations, representing the psychological burden of

CODA. Of the CODA surveyed, 92（88.5％）con-

ducted conversation with their deaf parents using

sign language and 74（71.2％）using the Auditory/

Oral Method, using gestures and writing together.

The conversations were reported as being possible

by only half of the surveyed CODA. Multiple re-

gression analysis revealed that the frequency of in-

terpreting was affected by two factors : both father

and mother deaf and interpreting starting at a

young age. Parent―child conversations were influ-

enced by one factor, namely, of both the father and

mother being deaf.

Early support for childcare is necessary for

deaf parents, and to reduce the burden of interpret-

ing, to provide psychological support and promote

smooth conversation between parents and children

for CODA, it is considered that the advice and sup-

port system of relevant experts is urgently needed.
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